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鰺
東
洋
吏
　
　
　
　
　
　
　
及
川
儀
右
衛
門
著

本
書
は
初
め
て
東
洋
史
を
・
學
ぶ
入
場
の
爲
に
、
東
洋
人
の
就
會
生

活
の
姿
、
民
族
活
動
の
傾
向
、
文
化
の
潮
流
等
に
つ
き
概
擬
声
に

記
蓮
せ
む
一
こ
企
て
た
る
著
者
が
，
そ
の
實
際
教
授
の
纏
験
嘱
ご
教
育

實
習
の
指
導
よ
り
得
た
る
敏
訓
「
こ
を
選
考
し
て
編
著
し
た
る
も
の

で
あ
る
。
著
者
の
果
洋
史
に
封
ず
る
見
解
は
粟
餅
の
理
解
を
深
め

る
爲
に
之
が
必
要
な
り
一
こ
謂
ふ
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
見
地
よ
り
編

蓮
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
全
編
六
編
五
十
七
章
よ
り
成
り
善

く
愛
憐
表
の
專
門
家
の
論
著
の
要
領
を
包
運
搬
潔
し
巻
尾
に
索
引

を
附
し
て
二
者
の
便
に
供
し
て
あ
る
。
（
黒
煙
六
九
八
頁
、
便
三
・

○
○
　
博
文
館
嚢
行
）

　
　
醗
支
那
文
學
史
概
説
　
丈
隠
士
西
澤
道
寛
著

　
從
來
の
支
那
文
學
史
に
關
す
る
論
著
が
聖
者
丈
人
の
出
卒
年
次

を
皇
紀
叉
は
西
暦
紀
元
を
以
て
示
せ
る
も
の
甚
だ
少
き
を
憾
み
、

又
民
衆
文
學
邸
ち
戯
曲
小
早
の
記
蓮
少
き
を
聾
し
、
此
の
二
方
面

の
記
述
に
カ
を
加
へ
た
も
の
で
、
全
五
編
二
十
五
章
に
分
類
し
、

そ
の
牟
は
戯
曲
小
詮
の
設
蓮
に
費
し
て
あ
る
。
初
墨
の
者
に
は
手

頃
の
奉
考
書
ミ
し
て
好
都
合
で
あ
る
。
（
菊
版
三
二
四
頁
償
三
・
五

〇
東
京
市
憩
田
匿
表
猿
繋
町
二
十
四
番
地
同
文
肚
糞
行
）
〔
以

第
＝
號
　
　
一
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一
一
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山
野
）

上
郷
波
田

　
　
　
露
薫
煙
歎
鰹
考
古
圖
録

　
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
陳
列
館
に
藏
せ
ら
れ
て
る
る
考
古
學
的

標
本
の
主
要
な
る
も
の
薮
百
鮎
を
牧
め
て
翻
録
ミ
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
去
る
大
正
＋
噸
年
の
秋
、
皇
后
陛
下
大
里
行
啓
に
際
し
隙

列
品
室
の
台
覧
を
辱
う
し
た
る
を
機
ミ
し
て
完
成
せ
ら
た
綱
録
は

僅
々
撒
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
ミ
其
後
年
を
閲
す
る
数
年
、
蒐
集

せ
ら
る
・
も
の
將
に
倍
加
す
る
も
ω
が
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
本
圖
録

は
廓
ち
此
等
の
諸
晶
を
加
へ
版
を
新
に
し
罷
容
を
改
め
，
菊
版
形

ミ
し
、
圖
葉
百
二
十
を
以
て
さ
れ
て
み
る
。
内
容
を
三
部
に
分
ち

第
一
部
日
本
及
朝
鮮
三
見
品
に
は
石
器
隣
代
、
金
石
並
用
階
代
、

原
史
時
代
、
歴
史
時
代
及
び
朝
鮮
各
時
代
の
造
物
を
窮
二
部
支
那

嚢
見
品
に
は
先
史
時
代
及
漢
似
前
時
代
遡
及
六
朝
時
代
、
唐
暁
代
、

宋
時
代
及
以
後
ミ
し
、
第
三
部
諸
外
國
獲
見
品
に
は
蕉
石
器
隣
代

古
代
埃
及
，
古
代
希
糠
、
古
代
西
亜
諸
勲
等
の
も
の
を
　
羅
せ
ら

れ
て
る
る
。
内
容
の
一
々
に
就
い
て
は
藪
に
蓮
べ
る
ま
で
も
な
い

此
等
の
資
料
を
通
じ
て
本
邦
始
め
諸
外
國
の
古
代
蓮
物
に
最
も
簡

捷
に
親
し
む
こ
ミ
が
出
來
る
も
の
・
こ
云
へ
る
。
（
黒
影
田
園
、
京
都

｛
夷
川
出
世
群
雄
爾
【
入
、
　
器
栄
名
蝋
久
星
堂
獲
行
）
〔
島
田
〕


